
は し が き　●　i

　私たちは，それを意識するかしないか，好きかいやかにかかわらず，「社会」

の中で生きている。「社会」とは何かについてはあまりにもさまざまな議論が

あるが，ここでは簡略に，「人々の相互作用から生み出され，逆に人々の相互

作用を生み出す，行為と意味の選択肢の全体集合」と考えることにする。

　私たちがどうふるまい，何を考えるかは，「社会」の中に散らばる選択肢の

構造によって水路づけられている。「社会」全体の中には，いくつもの別々の

部分──「経済」「政治」「教育」といった特定の意味のかたまり──があり，

個人の立場やもっている資源によって，見える選択肢・選べる選択肢の範囲や

内容には違いがある。さらに，さまざまな選択肢のどれを個人が選ぶかという

確率が変わってくれば，選択肢の分布構造は時間とともに変化するし，新たな

選択肢が生み出されたりもする。

　しかも，個人──そこには社会学者も含まれる──にとって，選択肢の分布

構造のすべてを，はっきりと見渡すことはできない。だから，何かの出来事や

個人の行為は，表面的な現象としては，偶然に起こっていたり，例外的なこと

のように見えたりする。でも実際には，私たちはこうした「社会」から切り離

されて，完全に「自由に」生きることは不可能なのだ。

　社会学とは，このような「社会」の複雑なありようを，多様な角度から，多

様な手法や理論・概念を使って，できる限り包括的に把握しようとする学問で

ある。それはしばしば「謎解き」の形をとる。何が起こっているのかを指摘し，

その背景に何があるのか，人々にとっての選択肢の構造がどうなっているのか

を，「社会」という観点から解明しようと努めることに，社会学の使命がある。

　本書の目的は，このような社会学の考え方を，現代社会の諸事象に適用する

ことにより，私たちが埋め込まれている「今」，すなわち私たちを取り囲む選

択肢の布置状況やその変化について，理解を深めることにある。

　現代社会とはいかなる社会なのかということについて，社会学はすでにさま

ざまな概念を使って論じてきた。ポスト近代化，リスク社会，個人化，グロー

バル化，新自由主義，管理社会……。これらについて解説した書籍や論文はす
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でに数多くあるため，本書ではそれをなぞることはしない。ただ，これらの言

葉が表現している「現代社会」の特徴を，ごくおおまかにまとめておくならば，

それは総じて，人々がばらばらで流動的になり，生活や仕事の不安定さや，厳

しい競争や，冷酷な排除や，巧妙な飼いならしが，ますます強化されているよ

うな状況だといえるだろう。確かに，それらに当てはまるような事態はそこか

しこで起きており，私たちの生活実感からしても，現代社会はこれらの諸概念

で説明できてしまうように感じられるかもしれない。

　でも，本書が試みたいのは，何らかの大きな概念で現代社会を説明すること

ではなく，今の社会に生きる人々に覆いかぶさっている選択肢の構造とその変

化の一端を，できるだけきめ細かくすくいとることである。もちろん，本書で

取り上げることができているテーマはごく限られており，また多様な人々の個

別の「生」に寄り添うには，私たちが使えているデータ・資料は粗すぎる網で

あろうという不安はある。しかしそれでも，本書が，時に私たちを閉じ込めて

いるように感じられる選択肢の偶然性や不合理さへの気づきや，新たなよりよ

い選択肢を作り出すことに，少しでもつながってほしい，と思う。

　そして，そのような営みこそが，社会学をするということだと考える。「社

会」の現実を，可能な限りさまざまな手段を通じて，可能な限りさまざまな角

度から把握し，同時にそれらを見つめている自らの視線をも常に吟味し続け，

「社会」と自分について「他の可能性」を不断に探っていく営みが，社会学の

核心である。読者のみなさんも，その終わりなき作業に加わってくれるとうれ

しい。

2015 年 5 月

本 田 由 紀
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言　　説
1

　c h a p t e r　

第1章

現代社会を映し出す鏡

　動機について申し上げます。一連の事件を起こす以前から，自分の人生は汚く
て醜くて無惨であると感じていました。それは挽回の可能性が全くないとも認識
していました。そして自殺という手段をもって社会から退場したいと思っていま
した。痛みに苦しむ回復の見込みのない病人を苦痛から解放させるために死なせ
ることを安楽死と言います。自分に当てはめますと，人生の駄目さに苦しみ挽回
する見込みのない負け組の底辺が，苦痛から解放されたくて自殺しようとしてい
たというのが，適切な説明かと思います。自分はこれを「社会的安楽死」と命名
していました。（中略）
　いわゆる「負け組」に属する人間が，成功者に対する妬みを動機に犯罪に走る
という類型の事件は，ひょっとしたら今後の日本で頻発するかもしれません。グ
ローバル経済体制の拡大により，一億総中流の意識が崩壊し，国民の間の格差が
明確化して久しい昨今です。日本は東西冷戦下の高度成長期のようなケインズ型
の経済政策を採用する体制にはもう戻れないでしょう。格差が開こうとも底辺が
ネトウヨ化しようとも，ネオリベ的な経済・社会政策は次々と施行されるのです。
現在の刑事裁判で最も悪質な動機とされるのは利欲目的です。自分と致しまして
は，この裁判で検察に「成功者の足を引っ張ろうという動機は利欲目的と同等か
それ以上に悪質」という論理を用いて，自分を断罪して頂きたいのです。
　（出所）　渡邊（2014： 159,�168）。



2　●　c h a p t e r　1　言　　説

1�　「格差」の中での「負け組」

「格差」というキーワード

　冒頭の引用の中には，「格差」という言葉と，「負け組」という言葉が，それ

ぞれ 2 回ずつ登場している。また引用した部分以外の陳述には，W 自ら「自

分はこの事件の犯罪類型を『人生格差犯罪』と命名していました」（渡邊 2014：

159）という文言もあり，「格差」という言葉は陳述全体で合計 4 回使われてい

る。少なくとも W の主観にとって，現代社会は「グローバル経済体制」や

　この，自己否定と自己愛が絡み合ってあふれ出しているような，異様な語り（＝
「言説」）はいったい何だろう。そして，このような言説を生み出す現代社会とは，ど
のような空間なのだろうか。
　冒頭の引用は，人気マンガ『黒子のバスケ』の作者の出身校やイベント会場，タイ
アップ商品を扱う店舗などに対して，2012年から2013年にかけて執拗に脅迫を
繰り返していた犯人（ここでは“W”と呼ぶ）が，2013年 12月に逮捕されたの
ちの初公判（2014年 3月13日）で行った被告人意見陳述からの抜粋である。
　もちろん，誰もがWのような事件を起こすわけではない。しかし，ある特異な事
件を起こした者が自分と周囲をどのように考えるか，そして事件について述べる
「動機の語彙」には，その人間が生きている「社会」のあり方が反映されている。だ
からこそ，1960年代の連続殺人犯の永山則夫，1980年代の連続幼女誘拐殺人犯
の宮崎勤，2008年の秋葉原通り魔殺人犯の加藤智

とも

大
ひろ

など，各時期の重大事件とそ
の犯人像は，社会学の分析対象として，繰り返し取り上げられてきた（見田 2008，
大澤 2008，中島 2011など）。
　なかでも，Wの饒舌な独白は，日本社会のさまざまな現実を多面的にすくいとっ
て表現している点で，過去の大きな事件と並ぶ貴重な素材となる。それゆえ本章では，
Wの言説という拡大鏡を通して，その向こうにある現代社会が，いかなる特徴を備
えるにいたっているのかを読み解いてみたい。主な論点は，格差，親密性，リアル／
バーチャル，憎悪，不可視性，である。

I N T R O D U C T I O N

動機の語彙　　アメリカの社会学者ライト・ミルズ（訳書 1971）の概念。人が自分の行動の動機を説明
するとき，その説明は「真の動機」というよりも社会の中に流通している「それらしい動機」のメニュー
から選び取られる。

keyword�
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「ネオリベ的な経済・社会政策」によって「国民の間の格差が明確化」した社

会であり，その中で W は自分を「負け組」であると認識していることは間違

いない。「『黒子のバスケ』が自分の人生の駄目さを自分に突きつけて来る存在

でしたので，それに自分が満足出来るダメージを与えることで自分を罰する

『何か』に一矢報いたかのような気分になりたかったのです」（同書： 162）と考

えたことが，犯行の直接の動機であると W は述懐している。

　この「格差」というキーワードは，すでに 1980 年代から日本社会を記述す

る言葉としてしばしば用いられるようになっており，たとえば 1985 年刊の小

沢雅子『新「階層消費」の時代──消費市場をとらえるニューコンセプト』
（日本経済新聞社）は，「一億総中流社会」「平等社会」といわれていた戦後日本

の終焉を指摘していた。しかし，「格差」の実感と言葉が日本社会に広がった

のは，1990 年代初頭にバブル経済が崩壊して以後の長期不況下，とくに 90 年

代後半からである。所得格差，学力格差，地域格差などさまざまな事柄をめぐ

る「格差」の実態や要因を分析・議論する書籍・論文・記事が，前世紀末から

今世紀はじめにかけておびただしく生み出されてきた。なかでも，2004 年に

刊行されベストセラーとなった山田昌弘『希望格差社会──「負け組」の絶望

感が日本を引き裂く』（筑摩書房）は，そのタイトルが示しているように，社会

と自分に対する W の認識ときわめて重なる内容であった。

　W は逮捕時の年齢が 36 歳であり，1977 年生まれである。1997 年から 2007

年にかけて，ちょうど「格差」問題が日本で非常な盛り上がりを見せていた時

期が，W が 20 代の年齢であった時期と合致する。「格差」の中で自分が「負

け組」であるという W の認識は，時代の言説状況から強烈に影響されていた

ことは容易に推測できる。

何をめぐる「格差」か

　ただし，上記のように，「格差」といっても，何についての「格差」なのか

は非常に多様でありうる。では，W にとっての「格差」の内実は何であった

か。まず，W が収入や仕事といった物質的な生活基盤の面で，「格差」の下層

に位置づいていたことが確認できる。W は陳述の中で，「自分のこれまでの人

生での総収入額は 1000 万円に満たないです。年収が 200 万円を超えたことは
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一度もありません。月収が 20 万円を超えたことも数回しかないです」（渡邊

2014： 164─65）「そもそもまともに就職したことがなく，逮捕前の仕事も日雇い

派遣でした」（同書： 170）と述べている。

　周知のように，日本ではバブル経済の崩壊以降，景気低迷とデフレ経済の深

化のもとで，所得水準の低下と雇用の非正規化が著しく進んだ（→第 3章）。そ

れ以前の日本では，非正規雇用は主婦パートや学生アルバイトなど，就労以外

に主たる役割をもつ人々が補助的な収入を得るためのものであり，新規に教育

機関を卒業した若者はもっとも正規雇用の職に就きやすい恵まれた層であった。

しかし 1990 年代半ば以降，新規学卒者をはじめ若者の中にも，非正規雇用や

失業・無業の状況にならざるをえない人々が増加した（図 1. 1）。彼らを言い表

す「フリーター」や「ニート」という新造語は，そうした雇用構造の変容の原

因を若者自身の就労意欲の低下などに求める議論の中で，盛んに使われていた。

　非正規雇用はパート・アルバイト，派遣社員，契約社員など多様な形態をと

るが，いずれも有期雇用で不安定であること，正規雇用に比べて賃金が低いこ

と，教育訓練機会も限定的であるためスキルを身につけにくいことなどが問題

視されてきた。しかし，それとは逆に安定的で高賃金であるとされてきた正規

図 1. 1　年齢階級別非正規雇用比率の推移C H A R T

（資料）　2001 年までは総務省統計局「労働力調査特別調査」，2002 年以降は総務省統計局「労働力調査（詳
細集計）」。

（注）　15─24 歳は在学中を除く。
（出所）　厚生労働省『平成 25 年版 厚生労働白書』。
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雇用も，とくに今世紀に入ってから，長時間労働や賃金水準の低下，職場にお

けるハラスメントなど，労働条件の劣悪化が指摘されるようになっている。

2010 年頃から若者の間に普及し 2013 年には流行語大賞の 1 つにも選ばれた

「ブラック企業」という言葉は，正規雇用の中にも過酷な働き方が広がってい

ることを象徴している。こうした非正規・正規いずれにも及ぶ労働市場の「荒

れ」は，もはや「格差」にとどまらず，時に生命の危機すらもたらす「貧困」

の問題を顕在化させている。

　このような，バブル経済後の「失われた 20 年間」に深刻化した仕事と収入

の問題に，W の経歴も直撃されている。2002 年から 2008 年の「いざなぎ越

え」と呼ばれる景気回復期に，W はすでに 20 代後半であり，その頃の新規学

卒者が享受していた就職機会の拡大の恩恵にはあずかれなかった。自分より数

歳年下の年齢層が，就労に関してより有利だったことは，W の不遇感を掻き

立てる方向に作用していただろう。

　すなわち，W にとっての「格差」の中には，仕事や収入に関する側面が含

まれていたことは確かであると考えられる。しかし，このことだけでは W に

とっての主観的な「格差」の一端しか説明したことにならない。W の陳述全

体の中で，こうした物質的な格差や困窮に触れられている部分はごく少なく，

力点も置かれていない。では，それと同等か，おそらくそれ以上に，W を苦

しめ W の「負け組」意識の根源となっていたのは，どのような「格差」か。

「親密さ」の貧困

　本章冒頭の引用にあるように，W は「自分の人生は汚くて醜くて無惨であ

る」と感じていた。その理由についての説明が，以下の部分にある。

　自分が初めて自殺を考え始めてから今年がちょうど 30 年目に当たりま

す。小学校に入学して間もなく自殺することを考えました。原因は学校で

のいじめです。自分はピカピカの 1 年生ではなくボロボロの 1 年生でした。

この経緯についてここで申し上げても詮ないので，詳細については省略し

ます。自分を罰し続けた何かとは，この時にいじめっ子とまともに対応し

てくれなかった両親や担任教師によって自分の心にはめられた枷のような
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不可視（性）　　21
不　況　　63，67，68，70，72─75
ふさわしい場所　　173─175
ブラック企業　　5，74，140，192
フリースクール　　136
フリーター　　70
ブルー・カラー（BC）　　57，58，59，65，66
文化的目標　　137，141
分　業　　57─60
分　断　　180，185，186，191，194，198，200
分配原理　　30
ペアレントクラシー　　123
閉鎖性　　85，86，89，90
ヘイト（憎悪）　　15，17，18，20，156，198
ヘイトスピーチ　　15─17
保育ママ　　126
ポエム化　　199
保護観察　　162，164，165
保守化　　190
没場所性　　146
補導援護　　162
ホームシェア　　126
ホワイト・カラー（WC）　　58，59，65─67

● ま　行

マイホーム主義　　118
マイルドヤンキー　　146
負け組　　2，3，5，6，8
窓際族　　140
マンガ　　13─15
未婚化・晩婚化　　107─109
三菱樹脂・高野事件　　54
無業者（層）　　68，69
　若年──　　69

村社会　　116
無力感　　181，190，192，193
命令体系　　59，60
元犯罪者の社会復帰　　156，157，159，161─

167，176

● や　行

優しい関係　　86，87，88，95，96
有効求人倍率　　67
傭兵部隊　　61
弱い紐帯　　148，150

● ら　行

ライフコース　　106，186
リアル　　8，9，11，13，15，20
離婚率　　116
流動性　　140，151
ルサンチマン　　18，198
レリバンス　　17
恋愛結婚　　112，115
労働運動　　144
労働協約　　73
労働市場　　61─63，68，75，182，191，192
労働市場政策　　75
　積極的──　　75
労働法制　　73，74

● わ　行

若　者　　8，68，69，74，84，87，93，138，140，
142，144，145，184，190

若者自立支援　　134，140，141
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● あ　行

阿久澤麻里子　　17
浅野智彦　　　93，144
東浩紀　　146
阿部彩　　197
阿部真大　　149，199
新谷周平　　148
家入一真　　131─134，142，144，145
一色清　　27，36
上野千鶴子　　90
大沢真理　　198
太田聰一　　　147
大平健　　　87
奥山敏雄　　59
小沢雅子　　3
小田嶋隆　　199
落合恵美子　　117

● か　行

加藤智大　　2，12
北田暁大　　146
吉川徹　　　196
ギデンズ，アンソニー　　90
久世律子　　147
グラノヴェター，マーク　　148
玄田有史　　69
ゴッフマン，アーヴィング　　93
児美川孝一郎　　199
今野晴貴　　74

● さ　行

下條信輔　　35，36

鈴木謙介　　11，94
須藤靖　　27

● た　行

高野達男　　53─55，67
デュルケム，エミール　　158，159，165
テンニース，フェルディナント　　90
土井隆義　　87，88
トゥーレーヌ，アラン　　143

● な　行

内藤朝雄　　89
永山則夫　　2
ニーチェ，フリードリヒ　　18

● は　行

ハーシ，トラビス　　166
パットナム，ロバート　　150
原田曜平　　146
フーコー，ミシェル　　86
古市憲寿　　142
ベッカー，ハワード　　165
ベンサム，ジェレミ　　86
本田由紀　　28

● ま　行

舛添要一　　131
マートン，ロバート・キング　　137
三浦展　　146
見田宗介　　186，187，190
道下裕史　　71
宮崎勤　　2

人�名�索�引�
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宮台真司　　14，91，124，146
ミルズ，ライト　　2

● や　行

矢野眞和　　41

山田昌弘　　3，113，115，121

● ら　行

リン，ナン　　150
レルフ，エドワード　　146
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